








り、そして団詞の定義にもこの 「副詞の連体修釣」用法は副詞の 「特殊的 ・ ニ次的な特
徴」として明記されるようになってきた。 こ ういう説IJlに従えば、 修飾語としての間lJ胴
（歎密に言えばその一部） は 「巡用」「述体」という相反する槻能を同時にもっている
ということになるわけである。 した がって、 「副詞の辿体修節Jをどう見るぺきかは刑
洞の認定に深くかかわる問題と酋える。





上で、 特に 「直接型」の 「副十N十ノ十N (~）」の構造を中心にその成立条件とl)；［理
を探ってみたい。
2.連体脩飾と副詞








甘、⑥副洞→体甘、というふうにパタ ーン化するこ とができよう。 このうち、◎通）はす
なわちふつうに首う副洞の辿体修飾であるが、本秘では 「の」の介入によって体酋を修





















詞）をどの ように修飾しているのかを見てみよう。 説明の便宜上、 ここ で は市川
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a. まっすぐの線（は） ／ （白星が ）主且の批花田（は）／ （日本に1裔ってから ）主
ぐの話（だ）
b.真直ぐ前（に）／まだ三十前後（の女だ） ／すぐ下（の炊事場だ）





a.堡往の弛み（が） ／かなりの年齢（以上の表梢だ） ／生上の嘲り（と ） ／遮生の
海（が）









- 90 - (4) 
◎〇「f!IJ接裂」 ：あわよくばの話（だ） ／さすがの安帰（も） ／全に座の不機嫌（か）
0「直接型」 ：こんなに永年（の間）
0「併用型」 ：a. 全上のアメリカ人（だ） （「全く→肯定」）
b.全上無人（の城だ） （「全く→否定」、「用酋・呼応の潜在化」）
以上をまとめると次の表のとおりである。
間 接 型 直 接 型 併 用 型









程 あiり／た（さん； ご〈／さらに／頗る／ずっと 畏分／おおよそ／およそ／かなり／












(5) - 89 -
方、「IIO接型」の副詞の修飾対象は抽象 ・ 具象を問わず、 将通の名詞から指示代名洞、
人称代名洞までその福はたいへん広い。面者の例を前i略して示せば次の、とおりである。
0「直接型」 ：主＄下•前•そこ／ずっと昔 ・ 向こう ・ 後批／主且独身 ・ 三十1前後 ・ 半
出来／塁盆慌て気味•長形／生上猫背・手前／ …
〇「間接型」 ：と2立の重吉（名前） ・ 病気 ・ 笑顔 ・ 人なつっこいうるみ ・ 彼・時間 ・
とおり／かなりの年齢・忍耐カ ・ 自侶・時間・大きさ ・ 山 ・ 術 ・ 難航 ・
おじさん／左且の新聞記者 ・ 人間・狼•お咳き ・ 笑い話 ・ 理屈 ・ 唸 ・一








包」、②「結合による用酋要素の内包」、 の二点が考えられる。 そして、 N1すなわち副
洞のすぐあとにくる体言を内容的に見ると、 ①では主に状態• !fり作性名岡が現れ、②で
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上例のN 1 は4-1で見たそれと述って、その語の中に は用言要索が含まれ ていない。
ところが、同一単語の 「後世」「三十そこそこ」「一年間」「下」「奥」である が、これら





れば 、「後世」などの名詞はもともと状態性あるい は動作性をもっていない が、副詞の








(11'）ずっと毯典2こと （だ） ⇒ずっと後世 になってからのこと（だ）





(14‘ ) すぐヱ2炊事場（だ） ⇒すぐ下に ある 炊事場（だ）
⇔炊事場はすぐ下に ある ⇒炊事場はすぐ下が









である。そ して、 これら も上例と同じく副祠が体 言述語を修飾する ものと考えられる。




(17)伊豆の この、 ちょっと支那ふうの山荘に引越して来たのは、 …。（斜陥）
(17'）ちょっと支那ふうの山荘（だ） ⇒ちょっと支那ふうに見える山荘（だ）
⇔山荘はちょっと支那ふうに見える ⇒山荘はちょっと支那ふうだ





I. い わゆる副詞の連体修飾は従来のようにある種の 副詞に限られる現象ではなく、
かなり広範囲の ものである。 これをさらに分けてみれば、「間接型」「直接型」「併用型J





二点をあげた。 これによってこの種の 「副洞の巡体修飾」は単なる形式だけの もので、
その 本質はやはり巡用修飾（つまり「罰ll詞→用言／体言述語」）であるということが言
える。




用）、 ②表現の 節索化、③語の多品岡性、④副詞の 体言化（体酋止めの好み，述体修飾
の発達）、 ということが考えられるのではないかと思う。詳し い検討は今後の課題とす
る。
(9) - 85 -
［注）
． もっとも、 ＇出島 (1965)のように、 「1懇関係」を
「～な／の」の阿形をとる形容動洞だとすれ
ば、全く別の1111俎になる。
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